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〈研究会案内〉 

 

日本社会科教育学会 

2021（令和 3）年度 春季研究会 

 

ネット(web)社会における社会科授業づくりと実践 

―新型コロナウイルス感染下の授業実践から考える― 

 

 

【開催趣旨】 

2020 年度の学校現場は，新型コロナウイルス感染拡大で通常の教室空間とは異なる場で

の授業実践となり，社会科教師はネット（web）社会での授業づくりの進展を強く意識しま

した。ポストコロナ・アフターコロナになろうとも，このような授業づくり・実践は進展す

るでしょう。そこで，新型コロナウイルス感染下で行われた先駆的な社会科授業づくり・実

践の情報共有を行うことを通し，ネット(web)社会における社会科授業づくりと実践につい

て展望したいと思います。 

 

 

【日時・開催方法】 

2021年 5月 16日（日） 13:30～16:30 ZOOMによるオンライン（公開・無料） 

 

【主催】 

日本社会科教育学会研究推進委員会 

担当  志村 喬（上越教育大学） 

田中暁龍（桜美林大学） 

小貫篤（筑波大学附属駒場高校） 
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〈プログラム〉 

【プログラム】 

 

13:30：開始 

開会挨拶   日本社会科教育学会会長    井田仁康（筑波大学） 

趣旨説明   研究推進委員会担当委員代表  志村 喬（上越教育大学） 

 

発表   

13:40-14:00 竹内裕一（千葉大学名誉教授）・中谷佳子（千葉大学教育学部附属小学校） 

小学校社会科授業におけるオンラインを活用した『主体的・対話的で深い学び』の可能性 

 

14:00-14:20   平澤 亨氏（千葉県八千代松陰中学校） 

中学校社会科地理的分野における GoogleEarth のプロジェクト機能を活用した「身近な

地域の調査」の授業実践 

 

14:20-14:40  柴田祥彦氏（都立国分寺高等学校） 

GIGAスクール時代に対応した地理教材とその共有化プロジェクト 

 

14:40-15:00  鈴木淳一朗氏（NTTラーニングシステムズ） 

“いったいなんのための ICTなのか？”社会科の実践から見た ICT活用力の本質と実際 

 

15:00-15:20  川﨑誠司氏（東京学芸大学） 

社会科における ICT活用モデル― 先行自治体における授業実践を手がかりに ― 

 

15:20-15:35 休憩（15:30に質問受け付け終了予定） 

 

 

総合討論 

15:35-16:25  司会 田中暁龍（桜美林大学）・小貫篤（筑波大学附属駒場高校） 

 

 

閉会挨拶  研究推進委員会委員長 栗原 久（東洋大学）  

 

16:30 閉会 
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〈研究会概要〉 

 

１．開催の経緯と趣旨 

 研究推進委員会では研究企画・運営担当委員を中心に，その時々の社会科教育学の課題等

をテーマに掲げた春季研究会を開催しており，今回も担当委員が確定した 2020年 4月より

テーマ検討を始めた。この期間は，日本でも新型コロナウイルス（Covid-19）感染が拡大し，

全国の学校への休業要請（2020年 3月 2日），最初の緊急事態宣言の全国への発出（4月 16

日），そして宣言解除（5月 25日）がなされた期間であり，全国の学校現場では一斉休業に

より非対面型での学習保障が必須となった。「学びを止めるな」との標語に代表される授業

継続の方法は学校により様々であったが，webインフラを活用したオンライン授業が大きく

期待され，実践現場は混乱・苦悩し，模索を続けるなかで 1年間が過ぎた。 

すなわち，2020 年度の学校現場は，新型コロナウイルス感染拡大で通常の教室空間―子

ども・教師・教材等が時間と空間を共有する場―とは全く異なる場（オンライン空間）での

授業実践となり，GIGAスクール計画前倒しに代表されるのように社会科教師はネット（web）

社会での授業づくりの進展を強く意識することになった。新型コロナウイルス感染の終息

は全く見通せない現時点であるが，ポストコロナ・アフターコロナになろうとも，このよう

な授業づくり・実践は進展するに違いない。そこで，本春季研究会では，新型コロナウイル

ス感染下で行われてきた・行われている先駆的な社会科授業づくり・実践の情報共有を行う

ことを通し，ネット(web)社会における社会科授業づくりと実践について展望したく「ネッ

ト(web)社会における社会科授業づくりと実践－新型コロナウイルス感染下の授業実践か

ら考える－」を開催テーマとした。 

なお，近年の春季研究会は年度末の 3月に，大都市圏に対面会場を設定して行われていた

が，今回は感染状況を鑑み，時期を 5月にするとともに全面オンライン開催とした。 

（志村 喬） 

 

２ 研究会の状況 

 研究会は井田仁康会長の挨拶，志村喬研究推進委

員会担当委員代表による趣旨説明の後，５つの発表

がなされた。発表内容の概要は以下の通りであった。 

 第１発表は，竹内裕一氏（千葉大学名誉教授）・中

谷佳子氏（千葉大学教育学部附属小学校）の「小学校

社会科授業におけるオンラインを活用した『主体的・

対話的で深い学び』の可能性」だった。内容は，千葉

大学教育学部附属小学校が 2020年度に実施した 1年

間のオンライン学習の成果と課題の具体的な説明で

ある。成果は，オンライン学習は社会科学習と親和

性が高いことが明らかになったことであり，課題は，  
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生徒間のオンライン活用能力や各家庭のデジタル環境の格差ということであった。 

 第２発表は，平澤亨氏（千葉県八千代松陰中学校）

の「中学校社会科地理的分野における Google 

Earth のプロジェクト機能を活用した『身近な地域

の調査』の授業実践」だった。内容は，身近な地域

の調査の単元で Google Earth のプロジェクト機能

を使った実践の報告である。成果は，多くの生徒が

特にフィールドワークや Google Earth のプロジ

ェクト機能を用いたまとめ活動に対し意欲的に取

り組むことができた点，授業が展開していくにしたがって地域に対するイメージが変化し

ていった生徒が見られたとのことであった。 

 第３発表は，柴田祥彦氏（都立国分寺高等学校）

の「GIGA スクール時代に対応した地理教材とその

共有化プロジェクト」であった。内容は，無料版の 

Zoom を使って平日の毎朝 8 時半から 40 分間の授

業を２コマ実施した地理の実践報告である。普段授

業で使用しているプリントにオンライン授業時に

アクセスする地理院地図や今昔マップ，Google 

Earthなどの URL とその QR コードを掲載し，教室での授業では見せられない地図や資料

を映し出し，注目してほしい箇所をポインターで図示するという方法をとったとのことで

ある。 

 第４発表は，鈴木淳一朗氏（NTT ラーニングシステ

ムズ）の「“いったいなんのための ICT なのか？”社

会科の実践から見た ICT 活用力の本質と実際」であ

った。内容は，教員の ICT に関する知識や技能の鍛

錬が重要なのではなく，日本のお家芸ともいえる授業

づくりの技量であり，授業設計を地道に鍛錬してきた

日本の教員が，世界の中で最も ICT 活用に長けてし

かるべきということであった。 

 第５発表は，川﨑誠司氏（東京学芸大学）の「社会

科における ICT 活用モデル― 先行自治体における

授業実践を手がかりに ―」であった。発表では， 社

会状況の変化，先行実践の分析，オンライン授業のあ

り方，デジタルとアナログのベストミックスなどが

丁寧に検討され，最後に課題生成型の授業研究が提

唱された。特にデジタルとアナログを使い分けて共

存させていくという点が明確に示された。 

 以上が５つの発表の概略である。 

（小貫 篤） 
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３ 総合討論 

 当日は，207名の事前申込みがあり，160余名の参加者を得て開催された。各報告終了後，

15 分間の休憩をはさんで総合討論に入った。総合討論の前半は，Google Form にあげられた

質問に対して各報告者が回答を行い，その後は自由討論の形式とした。 

 竹内・中谷報告に対しては，研究主体やネット環境の不十分な子どもへの対応について質

問が出され，附属小学校独自の取り組みであること（小 3 のハイブリッド型授業について

は，大学院の授業の一環として院生の協力を得た），課題提出のない子どもには保護者を含

めて連絡をとり，Teamsの中に private Channels といった個人フォルダを設け，提出を促

したという。動画作成に苦心したが，パワポに音声を加味するなど工夫を凝らしたという。 

平澤報告に対しては，コンピュータの操作が苦手な生徒への対応や使用アプリについて

質問が出され，教員の指導上の課題から Google Earthプロジェクトを用いた資料作成に多

くの時間を要したとのことであった。また，ルーブリック評価についても質問がなされた。 

 柴田報告に対しては，著作権や試験問題について質問がなされ，必ず出典を明記するよう

に指導したことや，オンラインを通じて，教員間の試験問題の共有化を図り，教材について

は，シェアシートで互いに作成したデータの共有化を図っているとのことであった。 

鈴木報告に対しては，学校または個々の教員への情報提供，研修の機会提供などの企画・

構想について質問がなされ，GIGA スクール構想の背景と学校に与えられた課題について研

修をもつほか，授業設計やツールの使い方等の研修の場を提供しているとの回答があった。 

川﨑報告に対しては，教科教育の本筋を崩さないことが原則との考えについて質問がな

され，そうした取り組みを促す研修を繰り返してきており，今後，貸与された端末の更新の

問題や故障を含めた整備の問題など，各自治体の中で抱える問題があるとの回答があった。 

後半の自由討論では，小中高の実践を踏まえた「ネット社会における社会科授業づくり」

という論点について，児童・生徒と教員が ICT活用によって情報を収集し，教室で議論の場

を求めていくことが良いのではないか，授業の目標に照らしていくと，ICT 活用のあり方，

実践も変化していくのではないか，などの意見が出された。 

 また，何のための ICT活用なのかという論点については，デジタルとアナログの使い分け

だけでなく，社会科として情報化が進む社会をどうとらえ，教えていくか，意見交換したい

との意見も出されたほか，デジタル地図を通じて，個々の学びをクラス全体で統合・共有す

る可能性が展望できるなどの意見も出された。特に，地理の場合には，親和性の高さ，地域

調査の面からの利活用，蓄積の共有が図られることが指摘された。 

 最後に，各報告者からは，コロナ禍での ICT活用を通じて，児童・生徒間の議論が活性化

したことや，教員が一丸となって新しくオンライン学習に取り組み，学校教育を考える良い

機会となったことが語られたほか，育成像に照らした ICT活用のあり方と，観点別評価も踏

まえた活用のあり方など，今後の課題も提起された。 

自由討論は，司会者の力量不足もあり，参加者の日頃の教育実践や教育研究の取り組みを

十分に引き出すことができなかった。しかし，今回の取り組みが単にコロナ禍における ICT

活用に止まらず，各教員が模索の 1年のなか，様々な実践を通じて多様な論点が提示され，

今後さらに検討すべき課題も明らかとなり，実り多い研究会となった。 

                                （田中暁龍） 
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小学校社会科授業におけるオンラインを活用した 

『主体的・対話的で深い学び』の可能性 

竹内裕一（千葉大学名誉教授）中谷佳子（千葉大学教育学部附属小学校） 

 

【キーワード】オンライン授業，主体的・対話的で深い学び，単元構想 

 

１．問題の所在 

新型コロナウィルス感染症の拡大の影響に

より，学校は「臨時休校」を余儀なくされた。

千葉大学教育学部附属小学校（以下本校）では，

「教師が何もしない姿を子どもたちに見せる

わけにはいかない」(１)と，わずか 10日間で全

校児童にアカウントを配付し，Microsoft社の

Teams を利用したオンライン学習の試験的運

用に踏み切った。しかし，休校期間にオンライ

ン授業が実施できた公立校は５％にも満たな

かったようである。 

報告者（中谷）は 2020年４月に本校に赴任

し、第３学年の担任となった。４月からは，本

格的なオンライン学習を導入し，学級発表も学

級開きもオンライン上で行われ，学校でありな

がら「教室」ではない，オンラインという新た

な空間での授業づくりが開始された。本報告で

は，2020 年４月から手探りで試行錯誤を繰り

返しながら取り組んできた「社会科の授業づく

り」について，時系列でまとめ，オンライン学

習における「主体的・対話的で深い学び」の実

践可能性について検討していきたい。 

 

２．授業の実際 

（１）完全休校期間の取組（４月～５月） 

本校では，主にオンラインで行う朝の会と 

子どもたちが取り組む課題の送受信を

Microsoft Teams を使用して行ってきた。課

題はWordによるワークシートとPowerPointを

利用した動画を作成し，配信した。児童は取り

組んだ課題を返信し，それに対して教員がコメ

ントを入れるといるという方法で学習を進め

た。そのような運用を続ける中で，オンライン

学習であっても，教員と子どもの「双方向のつ

ながり」はすぐに実現することが分かった。し

かし，双方向のつながりだけではなく，子ども

同士がつながる，「水平方向のつながり」を生

み出すことはできないか，と考えるようになっ

た。そこで，第３学年「千葉市のようす」では，

テレビ会議でのオンライン授業やグループ会

議を利用しながら，子ども同士のつながりを重

視した単元を計画した。 

本校は、広域学区であり、学級には千葉市の

６つの行政区のうち、５つの区から通学してく

る子どもがいる。「同じ行政区に住んでいる友

だち」を新たなつながりとすることはできない

か，と考えた。 

［指導の過程］①（授業者の住む）船橋市のじ

まんの場所について動画を見る。 ②千葉市じ

まんの場所をインタビューして調べる。③自慢

の場所が何区か確認する（オンライン一斉授 

業）。④「た（建物・施設）・こ（交通）・と（土

地の使われ方）・む（昔からあるもの）・し（し

ぜん）」の視点で千葉 市と行政区のようすを調

べる。⑤これまで調べてきたことをまとめる新

聞を作る（オンライングループ会議）。 特に、

②と⑤については、国語の「メモを取りながら 

話を聞こう」や「調べて書こう、私のレポート」

の課題 とコラボレーションして提示した。ま

た、まとめの新聞の学習に入る前には、学年の

児童を対象に「オンライン新聞講座」を行った。

「美浜区のいいところがたくさん分かった。」

「稲毛駅にはすごい歴史があった。」といった

新たな気づきに加え，「はじめて友だちとちゃ

んと話ができた。」「顔を見て話せてうれしい。」

との喜びの声もあった。 

（２）分散登校の取組（６月） 

 ６月からは，登校とオンライン学習を１日お

きに行うこととなった。登校時には，学級を２

つの教室に分け，オンライン画面でつなぐとい

う対応がとられた。また，コロナ対策として子

ども同士の話し合いなどは極力行わない，とい

うことにした。そこで，「スーパーマーケット

のしごと」の学習では，登校時に学習問題を作
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り，それに対する意見交流をオンラインのグル

ープ会議で行った。「なぜ，たくさんの人がス

ーパーマーケットを利用するのか？一番の決

め手は？」という問題に対して，「品ぞろえが

いい」「広い駐車場がある」「安い」「コロナ対

策が万全」などの意見が出た。児童は，グルー

プ会議で，それぞれの決め手を，根拠をもって

話し合っていた。中には，そばにいる保護者に

意見を求める場面もあった。翌日の対面での授

業では，グループで話し合ったことをもとにし

て，一人ひとりが決め手の発表をした。 

(３)オンライン学習期間の取組（７月～８月） 

 多くの学校では，休校期間の学習の遅れを取

り戻すため，夏季休業期間を短縮する措置が取

られた。本校では，７月１３日から７月３１日

までを「オンライン登校期間」と位置付けて，

休校期間同様，Teamsに課題をあげ，登校する

ことなく学びを継続した。この期間を利用して，

「千葉市のようすと人びとのくらしのうつり

かわり」の学習を，千葉大学大学院教育学研究

科「授業研究（社会）」に参加している院生と

長期研修の先生方と協力して取組んだ。ここで

は，同時双方向でリアルタイムにやり取りをす

るオンライン学習（以下同期型），同時双方向

のやり取りをせず動画や課題を提示するオン

ライン学習（以下非同期型），登校時に対面で

行う学習（以下対面授業）を有効的に組み合わ

せるハイブリット型学習によって，単元を通し

て問題解決的な学習過程の実現を目指す単元

構想，授業実践を行った（２）。 

（４）オンラインを利用した協働学習（１１月） 

 １２月の文化祭では，これまでの規模を縮小

し，各クラスでの発表を，兄弟学年（３年生・

４年生）の２クラスが参観し合う形をとること

になった。本学級では，３年生で学習した内容

（「千葉市の海」「マザーハウスの取組」「酪農

のしごと」）をＳＤＧｓの目標にあわせて発表

することが決まった。発表スライドの準備では，

Sway というプレゼンテーションアプリを利用

した。このアプリの利点は，URLを共有するこ

とによって，いつでも，だれでもスライド作り

に参加できるということにある。学校で作成し

たスライドを家庭で修正したり，グループにな

ることなく，それぞれのデバイスから同じスラ

イドを共有して作成したりできる。Sway の使

い方を知ることで，再度，休校といったことが

あったとき，家庭にいながらにして，友だちと

協働して学習できる可能性がある。 

（５）１人１台端末後の利用（2021年４月～） 

2021年４月には，1人 1台端末が配布され，常

時 Teamsにつなげることが可能となった。そこ

で現在は，これまでノートに行っていた授業の

振り返り（リフレクション）を Teams上で行っ

ている。授業の板書写真を授業者が投稿し，そ

こに児童が返信する形でコメントをする。その

ことで，これまでノートでは難しかった，子ど

も同士の意見の交流を，Teams上で行うことが

できるようになった。また，友だちの振り返り

に対して，コメントをしたり，いいね，をつけ

たりすることも可能となった（３）。 

 

３．まとめにかえて 

1 年間のオンライン学習の経験から，資料や

課題の共有，閲覧が容易に行えること，時間や

場所の制約なく調べ学習を行えること，家庭に

いる大人に相談したり，インタビューしたりし

ながら学習を進められることなどの点におい

て，オンライン学習は社会科学習と親和性が高

いことが分かってきた。これらの利点は，オン

ライン授業であっても，「主体的・対話的で深

い学び」を生み出す可能性となるであろう。し

かし，児童のオンライン活用能力や各家庭のデ

ジタル環境の格差は未だに大きい。どの児童も

充実したオンラインの利用が可能になるため

には，課題も多い。 

【参考文献】 

（１）千葉大学教育学部附属小学校（2020）『オ

ンライン学習でできること、できないこ

と』明治図書 

（２）竹内裕一・小畑貴紀・中谷佳子・江橋公

祐・田口敬一・須釜昇平・前田康孝・堤隆

平・香川拓海・工藤周一・中西裕介・小関

悠一郎（2021）「 “post コロナ”時代に

おける小学校社会科授業―オンラインを

活用した「主体的・対話的で深い学び」の

可能性―」千葉大学教育学部紀要，第 69

巻，pp.239-248 

（３）由井薗健（2020）「オンラインで考え

させる社会科学習」『算数授業研究』131

号,東洋館出版社 
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中学校社会科地理的分野における 

Google Earthのプロジェクト機能を活用した「身近な地域の調査」の授業実践 

 

平澤 亨（八千代松陰中学校） 

 

【キーワード】身近な地域の調査，Google Earth，地域イメージ 

 

１．本実践の意義 

 中学校社会科地理的分野における日本の地

誌学習では，2021 年度から全面施行となる学

習指導要領においてもいわゆる窓方式が採用

され，生徒は特定の見方から地域を学習するこ

ととなる。また世界地誌学習においても，中心

となる事象がそれぞれに設定されている。特定

の地域的特色を軸に地域を学習することは，

様々な地理的見方・考え方を習得しつつ地域イ

メージを形成するのに大きく貢献するが，一方

で地域に対するイメージが単純化されすぎて

しまい，地域に内包される様々な要素や，それ

ぞれが関連しあっている地域の複雑性が軽視

されてしまう恐れがある。 

そこで本実践では身近な地域の調査の単元

を題材に，他者の視点から見た地域を疑似体験

する活動を通して生徒が持つ既存の地域イメ

ージを揺さぶり，これまでの地誌学習によって

形成された地域イメージを相対化することを

目標とした。本実践の実施期間中，幸いにも本

校では通常通りの登下校を行うことができた

が，新型コロナウィルスの感染拡大によりオン

ライン授業となっても継続できるよう留意し

た上で展開した。 

 

２．実践の概要 

 上記の目標を達成するためのツールとして，

本実践では Google Earthのプロジェクト機能

を用いた。生徒は地域を紹介するにあたり，編

集する過程の中でどのような地理的事象を提

示するか，さらにその地理的事象を提示するに

あたり，主観的な視点で景観を示すのか，地域

を俯瞰した地図を示すのか，グラフや表を用い

るのかといった判断を迫られる。すなわち，見

る者は編集者の視点から見た地域を疑似体験

することができる。また，Google Earth のプ

ロジェクト機能は URL を介して遠隔地にいる

多くの他者にも容易に示すことができ，学習集

団は生徒それぞれの視点から見た地域の様子

をいくつも共有することができる。 

 本実践の対象生徒のうち筆者が直接担当し

たクラスは二つのみだが，可能な限り多様な見

方による地域イメージを共有するため，今回の

取り組みは他クラス担当教員の協力のもと中

学 1 学年の生徒 235 人，合計 6 クラスを対象

に実施した。また，学校周辺地域を対象として

調査を授業時間の中で行う計画では，登校不可

となった場合に遠隔地に居住する生徒にとっ

て調査が困難になる可能性があると考え，生徒

それぞれの居住地を対象地域とし，課題形式で

の調査の機会を多く取り入れた。授業での扱い

は合計 5時間の構成とし，以下のような経過で

授業を展開した。  

表１ 授業の展開構成 
 

実施形式 生徒の取り組み 

(1) 冬休み課題 予備調査 1 

(2) 入試休み課題 予備調査 2および 

調査テーマ・調査方法考案 

(3) 課題 調査テーマおよび 

調査方法決定 

(4) 授業（1時間） 各自が行った調査の結果を 

レポートにまとめる 

(5) 授業（3時間） レポートをもとに Google Earth 

プロジェクトを作成 

(6) 授業（1時間） 自分の作品と他の生徒の作品を 

もとに振り返りを行う 

 

３．実践の詳細 

(1)予備調査 1 

 冬休みの予備調査では，地域に関心を持たせ

ること，身近な地域について考えながら周囲を
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観察することを重視した。生徒は自宅周辺地域

の国土地理院地図を見て，地域に関する疑問を

考えながら自宅周辺を散策する。また，3学期

最初の授業時には，身近な地域の調査を行った

のちに Google Earthのプロジェクト機能を用

いてまとめ活動を行う旨を予告した。 

(2)予備調査 2  

 1月 15日から 20日にかけての入試に伴う休

日の課題として，地域の概要についてまとめた

うえで，調査テーマ・調査方法について自分な

りに考えるレポートを課した。地域の概要の項

目では，生徒が住む地域の図書館の資料や自治

体の HPなどを参考に，地域の歴史や位置，産

業などについて入力させている。予備調査 1で

浮かんだ疑問を発展させた調査テーマが望ま

しいとしたが，どのようなテーマを設定するか

は生徒の自由とし，生徒の関心や興味が軸とな

って調査が進むよう留意した。 

(3)調査テーマおよび調査方法決定 

 1月 25日から 29日までの期間には，生徒が

考えた調査テーマ・調査方法について，わずか

な期間でも実現可能なものとなるよう教員が

助言を行った。場合によっては教員とのやり取

りを複数回経て調査テーマ・調査方法が確定し

たところで，生徒は各自の放課後や休日の時間

などを使って調査に取り組んだ。 

(4)調査レポート作成 

 ここまでの取り組みは課題形式で取り組ん

できたため，授業としての扱いは本時が初とな

る。Google Earth プロジェクトの編集方法や

編集にあたっての注意点，調査内容をまとめる

レポートと Google Earthプロジェクトの評価

ルーブリックなどについて説明を行った後に，

レポートの作成にあたらせた。 

(5)Google Earthプロジェクト作成 

 2時間目から 4時間目にかけては，作成した

レポートの内容を Google Earthプロジェクト

機能を用いて地図上に表現する作業を行った。

ある程度生徒の作業が進んだところで，質問フ

ォームを用いてレポートと Google Earthプロ

ジェクトの URLを収集し，教員が一括して進捗

状況を把握できる体制を整えている。 

(6)調査内容の共有と振り返り 

 5時間目には本実践のまとめとして，生徒が

行った調査内容の共有と振り返りを行った。冒

頭に調査対象となった地域がどのような地域

か問うた後，学年全員のレポートおよび

Google Earthプロジェクトの URLを開示し，

同じ地域を対象としたもの，あるいは異なる地

域を対象に自分の調査と類似のテーマを扱っ

たものを複数閲覧させた。生徒は一つの調査を

閲覧するたびにその地域がどのような地域だ

といえるかについて記述し，その後に改めて自

らが生活する地域がどのような地域といえる

かまとめた。授業の終わりには何人かの生徒の

考えを発表させ，クラスで意見交換を行った。 

 

４．実践の成果と課題 

 一つ目の成果として，多くの生徒が特にフィ

ールドワークや Google Earthのプロジェクト

機能を用いたまとめ活動に対し意欲的に取り

組むことができた点があげられる。本実践はオ

ンラインでの実施も視野に入れて個人でのワ

ークや課題形式の取り組みを多く採用したた

め，生徒の負担としては軽いものではなかった

と考えられるが，追加調査に出向いたことを誇

らしげに話す姿や，休み時間に Google Earth

プロジェクトの編集に夢中になって取り組む

姿が見られた。 

 二つ目の成果として，授業が展開していくに

したがって地域に対するイメージが変化して

いった生徒が見られたことがあげられる。5時

間目のまとめの活動を行った後には「人の数だ

け地域のとらえ方がある」や「すでに学習した

地域の，他の面も知りたいと思った」といった

旨の振り返りを行っている生徒もおり，本実践

の地域イメージの相対化という目標について

はある程度達成することができたといえるだ

ろう。 

一方で地域を構成する要素が複雑に関連し

あっているさまに関しては，本実践では事象の

関係性が見えづらいうえ，授業においても生徒

に十分に示すことができなかった。 

また，上記のとおり個人でのワークや課題形

式の取り組みを多く採用したため，社会科が不

得手な生徒には地域調査や Google Earth編集

の負担に苦しんでいる様子も見られた。こうし

た生徒がより丁寧なサポートのもと，学習を楽

しめるような方策を検討する必要がある。 
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GIGAスクール時代に対応した地理教材とその共有化プロジェクト 

柴田祥彦（東京都立国分寺高等学校） 

 

【キーワード】オンライン授業，Web-GIS，教材の共有化 

 

 

１．オンライン授業の実施まで 

2020 年 3 月、新型コロナウイルス感染防止

のため全国の学校が事実上閉鎖されるという

未曾有の事態が発生した。学校は期末テストは、

合格発表は、卒業式はどうすればよいのかと大

混乱に陥った。しかし一方で授業や部活動がな

くなり、長期休業中ですら認められなかった在

宅勤務が認められるなど、教員に時間的なゆと

りが生まれたという面もあった。 

4 月に入ると東京都では緊急事態が宣言さ

れ、本校では 6日の始業式の翌日から休校とな

り、職員は手分けして新入生の家庭に明日の入

学式が中止になったことを電話で連絡した。つ

まり、学校は生徒のメールアドレスを把握して

いなかった、否、それは個人情報であるとされ、

それを集め活用することに大きな障壁があっ

たのである。 

4 月当初の時点ではまだ他県では通常通り

の授業が行われており、高校三年生の授業を受

け持つ教員は進度の遅れを気にしていた。2020

年度の高校三年生は、共通テストの英語や記述

問題をめぐるゴタゴタに翻弄され続け、挙げ句

の果てに新型コロナウイルスの影響で楽しみ

にしていた修学旅行も延期になる（その後中止

となった）など、誠に気の毒な学年であった。

だからこそ、なんとか力になってあげたいと思

いが湧き上がり、選択地理Ｂの受講者に対して

オンライン授業を実施することを決意した。 

ところがオンライン授業をやるぞと勇んで

みたものの、前述のように生徒のメールアドレ

スを学校は把握しておらず、学校のパソコンは

規則・規制が多く、また通信速度も極めて貧弱

であったため事実上使い物にならなかった。緊

急事態であるため私物 PCの校内への持ち込み

が許可されたが、それは学校の Wi-Fiには繋が

らず、職場からオンライン授業を実施するのは、

特別な設備が設置されている一部のモデル校

を除けば極めて困難なのであった。 

地理では通信について扱い、そこでは「デジ

タルディバイド」という用語も扱うのだが、ま

さに本校こそが情報化の恩恵を受けられない

側にいることに気付かされた。 

そこで私はオンライン授業を、学校のシステ

ムに一切依拠せずに実施することを決意した。  

生徒たちのメールアドレスは個人情報なので

把握することはきっぱりと諦め、情報提供用の

ブログを作成し、その URLと QRコードを印刷

して、たまたま緊急事態宣言前日の 6日に設定

されていた始業式の日に配布した。 

今では想像できないことだが、2020 年 4 月

の段階ではオンライン会議はまだ一般的とは

いえなかった。そのため同期型のオンライン授

業を行う先生はいないと判断し、選択地理Ｂの

授業は平日毎朝 8時 30分から、40分を２コマ

実施することにした。国数英ならいざ知らず、

受験教科としてもマイナーな地理が毎朝のゴ

ールデンタイムを 10単位も独占できたため、

授業は驚異的な速さで進めることができた。 

ところで授業時間が 40分というのは、オン

ライン会議ソフト Zoomの無料版の制限時間に

よるものである。とはいえこの 40分という時

間は、オンラインでの集中力を鑑みると結果的

には絶妙な長さであったと思う。 

この時、YouTubeなどで授業動画を配信する

非同期型の授業も検討したが、当時の私は動画

を撮影して YouTube にアップする方法がわか

らなかったのである。そしてもう一点、同期型

に拘っていたのは、さまざまな学校での勤務経

験から多様な家庭環境を見てきたからである。 

すなわち、ステイホームが強く求められていた

当時、家庭が必ずしも安心・安全な場所になっ

ていない生徒にとって、何か都合の悪いことが

起きた場合、同期型であれば SOSのサインを出

しやすいのではないかと考えたからである。ま

た、この頃感染症の専門家からは、今後もっと

多くの死者が出るかもしれないという恐ろし
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い予測も出され、社会、いや世界全体がこれま

で経験したことのない大きな不安に覆われて

いたため、毎日同じ時間に知った顔が例え画面

越しであっても現れることで生徒たちが少し

は安心してくれるのではないか、と考えたから

である。 

ところが学校という保守的な環境において、

オンライン会議システムというこれまで全く

縁がなかった新しいテクノロジーに対する警

戒感は極めて強いものがあった。2020 年 4 月

頃にはオンライン会議に部外者が侵入し狼藉

を働くといった報道もあり、管理職から Zoom

を活用したオンライン授業は情報漏洩の危険

性があるのでやめてほしいと言われたのであ

る。そこで私は、オンライン会議室にパスワー

ドを設定するなどの対策を講じた上で、これは

授業ではなく「茶話会」であるという詭弁で「授

業」を強行した。 

とはいえ生徒たちの家庭の ICT 環境やプリ

ンターの有無などは全く把握できておらず、当

時は Zoomでの録画方法もわからなかったため、

毎朝 8:30からのオンライン授業に参加できな

い生徒へのフォローはできなかった。また、万

が一他者が入り込んだ場合の個人情報漏洩を

防ぐため生徒たちの顔は出さず、画面に出てく

る名前もペンネームにしてもらった。そのため、

生徒たちの反応はわからず、当然のことながら

出欠確認もできなかった。 

私は「茶話会」という扱いでうまく批判をか

わし得意になっていたのだが、「茶話会」とい

う話を真に受け、だったら授業ではないので受

けなくてもいいと思った生徒や、家庭にプリン

ターがないのでなんだか嫌になってしまい、オ

ンライン授業に参加しなかった、という生徒も

いた。私は受験生だから、多少の困難があって

も受講するだろうと思っていたのだが、考えが

甘かったようだ。仕方なく後日オンライン授業

に出席しなかった生徒向けに補講を行った。こ

んなことならば、他の教科のようにプリントを

郵送するだけの方が楽だったのかな、とも正直

思った。 

 

２．地理のオンライン授業の内容 

地理のオンライン授業は、普段授業で使用し

ているプリントに、オンライン授業時にアクセ

スする地理院地図や今昔マップ、Google Earth

などの URL とその QR コードを掲載した。ま

た、普段は学校の机の大きさから最適であると

考える B4 版のプリントを使用しているが、家

庭用プリンターでB4版の印刷は厳しいだろう

と考え A4 にサイズ変更した。これら二つの作

業は単純ではあるのだが、案外時間のかかるも

のであった。 

オンライン授業では、地図や資料などを画面

に映し出すことが可能で、生徒たちに注目して

欲しい場所をポインターで指示したり、プリン

トで大切なところを蛍光ペンで強調すること

ができるなど極めて効果的であった。 

また、例えば時差の単元では、Google Earth

で旧グリニッジ天文台を上空から眺めたあと、

地上で撮影された 360°カメラの画像に切り

替え、あたかもその場にいるかのような臨場感

あふれる画像を見せることができた。続いて

Google Earth Pro を起動し、任意の日時の日照

状況をアニメーションで表示することで白夜

や極夜についての理解を深めることができた。 

あるいは河岸段丘の単元では、等高線からの

地形判読に苦手意識を持つ生徒たちに、地理院

地図や Google Earth の 3D 表示を見せること

で、階段状の地形を把握させることができた。 

例年生徒たちの理解が芳しくない自然堤防

の単元でも、地理院地図の「自分で作る色別標

高図」を用いて、紙地図の等高線判読では表現

できない 1 メートル毎の高さで色分けするこ

とで、微高地をはっきりと確認することができ、

それから自然堤防上や後背湿地の土地利用の

違いを読み取らせることができた。 

オンライン授業は、このように地理との相性

が良く多数のメリットがあった。しかし、カメ

ラをオンにさせなかったため生徒たちの表情

が全く見えず、理解しているのかどうかを把握

できなかったという欠点があった。 

そこで後日、試しに希望者のみカメラをオン

にしてもらい授業を行ったのだが、表情の読み

取りはかなり困難であった。私は普段、教室の

雰囲気や生徒たちの微細な表情などから、生徒

たちの理解度を肌で感じとっているのだが、オ

ンライン授業ではそのような感覚的な空気感

を把握できないのである。また、生徒側のカメ

ラがオフであると、無反応な空虚な空間に向か
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って話をしているようで、授業を運営する側と

しては何とも言えぬ虚しい気持ちが拭えない

のであった。 

また、授業の最初や集中力が切れてきたなと

思う時に場の空気を和ませたり、雰囲気を変え

るために行う雑談も、やろうと思えばできるの

だが、笑い声などの反応がないところでやるの

は虚しいだろうと考え、行わなかった。なるほ

ど、だからラジオ番組にはディスクジョッキー

の会話に反応してくれるアシスタントがいた

り、トークに対してディレクターらの笑い声が

入るのか、と腑に落ちた。 

雑談がない分だけ授業時間が短くなったの

で、普段は 50 分かけて行なっている授業は 35

分程度で終わった。前述のように Zoom の無料

版は 40 分であったため、35 分という授業時間

は総合的には極めて適切であった。 

とはいえ反応のない授業を続けることへの

不安が大きかったため、Google Form を活用し

生徒たちの声を集めてみることにした。無記名

とはいえ評価者が実施するアンケートなので

割り引く必要はあろうが、オンライン授業は生

徒たちに極めて好評であった。また、YouTube

動画を配信するのではなく、毎朝 8:30 からの

同期型の授業という形態についても、生活のリ

ズムになって良い、他の教科が何もやっていな

いので地理がステイホーム期間の唯一の楽し

み、と好評で安心した。後日、この学年の卒業

式の日にある保護者から、オンライン授業とか

が全くない時期に率先して地理はやってもら

い、とても助かったと伝えられ、苦労が報われ

た感じがした。 

また、これは後日生徒との会話の中で聞いた

ことなのだが、オンライン授業中に、私が何か

わからないことに突き当たった時にそれを調

べる様子も当然のことながら中継されていて、

その時の検索キーワードの選び方や、数あるサ

イトの中から「go.jp の方が信頼できるよねぇ」

といった何気ないつぶやきが大いに勉強にな

ったと告げられた。 

とはいえ、ある保護者からはオンライン授業

を開始するにあたって公開した私の電子メー

ルアドレスに、ICT 環境が整っていない生徒へ

の対応をどうするのか?という疑問の声ととも

に、私が時折混ぜる教育や学校、政治について

の批判的な言動について、それらは生徒の前で

話すべきではないといった趣旨の苦情も寄せ

られた。 

 

３．地理教材の共有化を本格始動 

さて、Web-GIS を活用したオンライン授業は

実に効果的であったが、例えば自然堤防を扱う

時、どこが最適でそれをどの角度から見せるの

が良いのかを試行錯誤しながら探す作業は楽

しいものの、時間のかかることであった。そこ

で、筆者が授業で使用した場所の地理院地図や

Google Earth の URL をインターネットで公開

すれば、多くの地理教員が教材研究する際の時

間短縮につながるのではないかと考えた。一向

に進む気配がない「働き方改革」を一教員が勝

手に進めてしまえばよいではないか。本は簡単

に出せないけれど、ウェブサイトがある。テレ

ビ番組を持つのは難しいけれど、YouTube があ

る。しかもこれらは全て無料なのだ。 

ウェブサイトで地理教材やテスト問題を共

有しようというアイデアは、2018 年に「地理

教材テスト問題共有化の会」を立ち上げ 2 回

ほど会合を開いたが、私自身が明確な方向性を

示すことができなかったことなどから、その後

は事実上休眠状態となっていた。 

しかしコロナ禍によって私を含めた全国の

教員に時間的なゆとりができたこと。そして在

宅勤務が認められ、心ゆくまで PC 等を操作す

ることができるようになったこと。そして

2018 年から 2020 年までの間に無料の地理院

地図や Google Earth、今昔マップ、ひなた GIS

などの Web-GIS の機能が拡充したことなどが

追い風になり、今このタイミングで一気呵成に

地理教材共有化プロジェクトを実行に移すべ

きだと判断した。 

 このプロジェクトの最も大きな動機は、2022

年 4 月から高校で必修化される地理総合であ

る。現在高校では地理を専門とする教員が少な

いことから、地理総合を歴史の先生方がご担当

されることも多くなるだろう。そしてその先生

方の中には地理は中学校一年で習っただけと

いう方も少なくないと思われるのである。教育

委員会は教員への研修の機会を充実させると

いうが、そのような研修にゆとりを持って参加

できるかは大いに疑問である。そこで、有志の

39



地理の教員がそれぞれの得意分野の教材を持

ち寄り、それらをネット上に無理で公開すれば、

地理の授業に困っている先生方に助け舟を出

せるのではないか、と考えたのである。 

新しいことを実行するのはとても勇気がい

ることであったが、「えいっ」と 2020 年 4 月

に Facebook の送信ボタンを押し、このプロジ

ェクトの本格的な開始を告知した。するとその

日のうちに多くの教員が賛同してくれた。以前

よりこの構想に強く共感し、しかもデジタル機

器に明るい新井貴之先生（神奈川県立厚木清南

高校）がその日のうちに Facebook 内に「ICT で

シェアする地理教材研究会」というクローズド

なグループをつくり、そこで地理教材の共有化

に向けての議論を進めていくことができた。そ

して議論の末、教材は各自が勝手にサイトにア

ップするのではなく、完成したら必ずこの会に

おいてメンバーによる内容等のチェックを受

け、必要ならば修正してからウェブサイトにア

ップするという方法がとられることとした。 

 この時大きな問題となったのが著作権であ

る。学校現場で普段の授業を行っている限り著

作権をあまり意識しなくて済んでいたのだが、

今回はウェブサイトで広く公開することとな

るので、著作権についての配慮が必須となる。

とはいえグループに参加した教員の中に著作

権に精通した者はいなかったため、古橋大地先

生（青山学院大学）にオンラインで解説をして

いただき勉強した。 

 

４．教材開発、テスト問題作成 Hackathon 

 地理の教員は大抵の場合各学校に一人しか

いないため、教材やテスト問題の作成は一人で

行うことが多かった。しかしコロナ禍をきっか

けにオンラインで繋がることが当たり前にな

ってくると、オンライン協働作業でアイデアを

出し合いながら教材を作ったら良いものがで

きるのではないかと考え、2021 年 4 月に「サ

イゼリヤを題材とした地理教材」の作成を

Hackathonにヒントを得た方式で実施した。 

Hackathonとは、まず全員がオンラインで集

まり、ミラノ風ドリアのホワイトソースはオー

ストラリアの専用工場で作っているらしい。な

ぜだろう?関税はどうなっている?牛乳で輸入

するよりもホワイトソースだと関税率が安い

のか?他に同様の事例はあるか?など参加者が

思ったことをためらわずに口にし、作成のヒン

トを共有してから、回線を一旦切ってその後し

ばらく各自で教材を作成する。そして、再び指

定された時間にオンライン上に集合し、それま

での成果や問題点を共有し、そこでまた議論と

参加者からヒントをもらいまた作成して精度

を上げていくという形式である。 

この方式は参加者から大変好評で、2021年 5

月の連休中には中間テストの問題を作って参

加者でシェアすることを目的にテスト問題作

成 Hackathonを 2回ほど実施した。 

 オンラインによるこのような新しいスタイ

ルの研修方法は、遠隔地や島嶼部に暮らす教員、

そして産休・育休中でなかなか家を離れられな

い先生方も参加でき大変好評であった。ICT機

器を活用し、これまで届けられなかった先生方

に必要な情報を届けられたことは、素晴らしい

ことであったと自負している。 

  

５．さいごに 

筆者は 3 年くらい前まで ICT や GIS に対し

て強い苦手意識を持ち、ICT 機器を颯爽と使い

こなす若手教員に嫉妬にも似た感情を抱いて

いた。しかし、コロナ禍に伴って時間ができた

ため、ゆったりとした時間の中で実際に ICT 機

器に触れ、試行錯誤したことでようやくいろい

ろなことができるようになった。 

 新しいテクノロジーで多くの先生方の発想

と経験とをつなぎ、それらを一つの成果にまと

め、それを広くシェアしていくというスタイル

はこれからの時代の主流になっていくと確信

している。多くの方が地理教材共有サイトの教

材をご活用いただき、良き地理総合の授業が全

国で実施されることを願っている。また、ご興

味を持たれた方は、Facebookの「ICTでシェア

する地理教材研究会」にご登録いただければ幸

いである。 

 

地理教材共有サイト 

https://sites.google.com/view/geoclass2020/ 
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いったい何のための ICTなのか？ 社会科の実践から見た ICT活用力の本質と実際 

―ICT活用の考え方と学習活動への具体的な取り込み方に関する考察― 

 

鈴木 淳一朗（ＮＴＴラーニングシステムズ株式会社） 

 

 【キーワード】ＩＣＴ活用力，学習デザイン，授業設計,ＧＩＧＡスクール構想 

 

１． 日本の学校教育の成果と課題 

（１）日本の公教育システムのすばらしさ 

私は 20代では理科の教師をしており、その

後、様々な縁があり、今は企業側の立場で教育

への ICT活用の推進に携わっている。現在は、

学校教育における ICT 活用の在り方を研究し

ながら、自治体の ICT 環境整備計画の策定支

援、導入の支援、利活用促進の支援を行ってい

る。そのような仕事柄、これまで現地での授業

視察や研究などの目的で、ヨーロッパやアジ

アの国々の学校を訪問し授業を見てきた。そ

こからわかったことは、日本の教師の授業作

りのスキルは世界的に見ても極めて高いとい

うことである。子どもたちの発達段階に応じ

た各教科における知識技能獲得のプロセスを

緻密に研究し、学習活動を組み立てている国

は日本しかなかった。OECD加盟各国が毎年の

ように日本の学校に視察に来られ、お手本に

するという行動の背景を見た気がしていた。   

最近では、リトアニアの学校教育が注目さ

れ、学力を上げてきたと言われているが、そ

の国の人口は 280 万人。兵庫県の人口の合計

とほぼ同じである。1 億人を超える国の平均

学力がこんなにも高い水準で維持している国

は実に珍しい。これを下支えしているのが日

本の公教育システムであり、そのシステムの

実行面を担っているのが、まさに日本の教員

たちである。 

しかしながら、GIGA スクール構想以前に、

学校への ICT ツールの導入が本格化し始めた

2011年頃から今に至るまで、教員の授業があ

たかもアクティブラーニングとは程遠い一方

通行の講義型授業であるかのようにその指導

品質の低さを声高に訴え、それを ICT ツール

導入で解決を図れば、誰でもよい授業ができ

るかのようなメッセージを放つ有識者は驚く

ほどに多い。今一度、我が国の教員の指導技

術を冷静に見つめ直してほしいものである。 

（２）日本の抱える課題 

とはいえ、課題がないわけではない。子ど

もが学ぶべきことや学び方についての時代の

変化に対応しなければいけないという課題で

ある。ここに ICT の要素が絡んでおり、世界

的にも教育現場の ICT 環境整備と学習活動で

の活用が進められてきた。日本は、世界的に

見て、教育への ICT 活用レベルでは残念なが

ら後進国である。この状況を打破すべく政府

は、ICT環境整備の推進をこの 10年ほど強力

に推し進めてきた。GIGAスクール構想は、こ

の変化への対応におけるハード面の総仕上げ

として実行されているが、学ぶべきことや学

び方といったソフト面においては、とりわけ

国語科や社会科への期待は大きい。 

２． 変わりゆく社会と学校教育への影響 

（１）社会構造の変化 

10年後、2031年に小学校に入学する年齢の

子どもたちにとって、生活環境は今とはまっ

たく異なっているだろう。宅配はドローンが

担い、接客は AIロボット、自動車は自動運転

が普及し始め、仕事はリモート環境がデフォ

ルトになっている。農業の実務はロボットで

自動化され、農家の仕事は生産管理と販売に

シフト。公共輸送は、人間がセンター管理を

行い、無人の車両が街中を走り回る、そんな

時代である。 

NTTを取り巻く環境も日々変化している。 

交換機のデジタル化によって、ネットワーク

保守等の業務においては、地域に展開されて

いた保守拠点や従事する社員数は大幅に減少

した。104番の番号案内サービスにおいては、

電電公社が民営化されNTTとなった昭和60年

ではコールセンター数 504 拠点、業務を担う

社員数は30,000人だったが、平成10年では、

コールセンターは 92拠点、関わる社員数はつ

52



いに 0 人となり、パートスタッフのみで運用

することになった。技術革新とともに、NTT社

員が社会において担う役割が変化しているの

である。その変化に伴い、失われた仕事、失

われつつある仕事が現れる。労働人口そのも

のが減少傾向であるが、それ以前に仕事の職

種や求められる人員数そのものが減少傾向な

のである。 

（２）今後の社会における人間の役割の変化 

家電製品や車、建物など、あらゆるモノが

インターネットを経由して通信を行い、様々

な課題を解決するために膨大なデータをリア

ルタイムに蓄積し、そのデータを自動的に解

析して最適な制御を導き出す仕組みを持つ社

会、このような社会を“society5.0 超スマー

ト社会”と呼んでいる。これまで 3度の産業革

命を経て、今私たちは society4.0情報化社会

と society5.0超スマート社会の間にいる。こ

の society5.0は、一部では実証実験に成功し

ている技術要素もあり、社会実装の到来は目前

に迫っている。 

このことが、学校教育にどのように影響を与

えているのだろうか。野村総研とオックスフォ

ード大学のマイケル・オズボーン准教授（当時）

が 2015年に発表した共同研究において、2025

年～2035年の間に、労働人口の約 49％が就い

ている職業が人工知能やこれを搭載したロボ

ットに代替可能となるとの予測を示した。では、

これからの社会において、人間が行う仕事とは

なんなのだろうか。 

技術を活用し、生活の便利さと豊かさ、安全

さを追求するその果てに、新幹線の運転手、コ

ンビニの店員などは 10年後には存在していな

い可能性が高い。現金を持ち歩かなくなるであ

ろう未来は、銀行の店舗も無人化、もしくはバ

ーチャル店舗になっているだろう。では、人間

は何をするのか？といえば、すべて問題解決、

すなわち、いかにして便利さ豊かさ、安全さを

生み出すかを考えることが人間の仕事になる。 

ゆえに、社会を知り、課題を設定し、技術とそ

の仕組みを知り、かつ生かし、設定した社会課

題を解決する。これが未来の人間の仕事となる。 

先の野村総研の研究結果に当てはめれば、そん

な未来の社会に生きる大人が、現在の小学校低

学年～高校生の年齢である。 

３．“問題解決”と ICTと学習指導要領 

（１）学習指導要領のメッセージ 

では問題解決とはなにか？解決すべきテー

マについて、現状の問題点から今後発生するで

あろう問題点を予見し、あるべき姿を描き、現

状と照らし合わせ、間にある GAP をあぶりだ

し、課題を設定し、解決策を考える。これが設

定型問題解決の粗い定義である。この行動には、

良き社会を作り参画しようという姿勢、論理的

に物事を考える技能、課題解決を図るための多

様性理解と協働性が求められる。ここに現行学

習指導要領とのつながりが見えてくる。文部科

学省は、学習指導要領の解説資料にこのような

ことを書いている。（図１） 

 

（図１）育成すべき資質・能力の三つの柱 

 
この資質・能力の三つの柱は問題解決に必須の

資質能力であり、これをはぐくむことが教員の

役割と定義している。（図２） 

 

（図２）学校教育で何をできるようにさせるの

か 
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（２）教育における ICTの 3つの意味 

教育における ICTは、3つの意味で存在して

いる。 

A：未来の社会に不可欠なコンピューター等の

テクノロジーとその適切な使い方そのものを

子どもに学ばせる 

B：ICT を効率化するツールとして学習活動で

用い、基礎的基本的な知識技能の鍛錬や問題解

決型の課題などの発展的な学習において学ば

せたいことにフォーカスしやすい仕組みを作

る 

C：ICTツールの強みである“データ”を使って

指導の最適化を図る。 

この中で、特に GIGAスクール構想で求められ

ているのは Bの学習活動での ICT活用である。

そして、ここで教員が ICTを学習で活用するス

キルとして、ICT活用力という言葉が登場した。 

４． ICT活用力とはなにか 

（１）ICT活用力の本質 

いったい ICT活用力とは、どのようなスキル

なのだろうか。ICT活用力の本質は、ICTに関

する知識、使い方のノウハウが本質ではない。

重要なことは 2点あると考える。 

１点目は、上述してきた通り、今と未来の

社会における ICTの位置づけや役割を教員が

理解することである。そして、これを前提と

して、教育における ICTの位置づけと社会に

おける位置づけを一本のロジックで紐づけ

てとらえ、指導の中で役立てることである。

Uber Eatsを全国チェーンの飲食店のことだ

と勘違いしていたり、文科省さえ公式チャン

ネルを持つ youtubeを不健全なコンテンツプ

ラットフォームと捉えていたり、CDや DVDな

どの現物購入ではない NETFLIXのような配信

系のサブスクリプションサービスはイリー

ガルな詐欺的商法だと思っていたという話

は教員研修でよく耳にするが、もはや笑い話

にはならない。教育における ICTを考える前

に、まず ICTを中心に動いている現代の社会

の営みを理解することが重要である。 

２点目は、学習活動での ICT活用の具体的

な考え方と学習活動への取り込みの方法で

ある。インストラクショナルデザインにおけ

る ADDIEモデルの考え方にもあるように、「①

何を学ばせたいのか？②そのためにはどの

ような学習活動でアプローチすることが必

要なのか？③それをどのように実現するの

か？」の順番に思考することが重要であるが、

そのようなプロセスにおいては、ICT はあく

まで学ばせたいことの実現の手段でしかな

い。ところが、全国各地での実践を見ている

と、ICT を使うことが目的になっているケー

スが予想以上に多く散見される。教育委員会

の現場への通知文書にも、『電子黒板を使っ

て何ができるかを考えましょう。』や、『タブ

レットを全員に使わせる実践をやりましょ

う。』といった文言が散りばめられ、これが現

場をミスリードしている可能性もある。 

 ICT に関する知識、使い方のノウハウは、

③の最終工程の手段でしかない。そのような

ものは、詳しい人にでも聞いて覚えればいい。

にもかかわらず、③をやれば、良い授業に変

貌するかのような喧伝をする一部の指導者

や ICT関連サービス事業者がミスリードして

いる点は否めない。重要なことは、①②であ

り、ここは先生方がこれまでたゆまぬ努力を

続けてきた専門的力量をベースにすべきで

あり、ゆえに専門性を有する教員のみがなし

える業である。ICT ツールを無理やり特定の

学習場面に当て込むのではなく、これまでの

環境での指導のしにくさなどの問題点を解

決することにＩＣＴが寄与できるかどうか、

そこを熟考すべきである。実際の実践事例を

もとに説明したい。 

（２）反転学習 

 社会科の授業で最近よく使われるように

なってきたものに、NHK for School等の 3分

～10 分ほどのショートビデオクリップがあ

る。電子黒板が教室に整備され始めた頃は、

この動画教材を教室の中で一斉視聴してい

た。動画を 3 分間視聴し、わかったことを 5

分間でまとめ、その後はグループに分かれて

交流し、他の児童の意見を聞いて自分の考え

をまとめるという流れが一般的であっただ

ろう。  

この学習活動のそもそもの目的、すなわち

“学ばせたかったこと”とは何だったのであ

ろうか。それは、動画を見て問いを持ち、そ

の答えを自ら考えて導き出すということだ

ろう。この『自ら考えて答えを導き出す』活
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動に果たしてなっていたのであろうか。実践

を見ていると、たいていのグループの交流場

面では、1 回の視聴で考えを整理できた児童

の答えを自分のワークシートに丸写しして

いる状態であり、学ばせたいことに到達でき

たとは残念ながら言い難い。その背景には、

1 回の視聴では理解しきれない児童の姿があ

り、半ばネタバレになっているワークシート

への関心の薄さがあり、さらに問いを持とう

ということへの好奇心の欠如が見える。一人

１台のパソコンがあり、それがすべてインタ

ーネットにつながっている状況が手に入っ

た今、実践はどのように変化するのであろう

か。 

 まず、変化したのはワークシートの存在で

ある。問いは自ら持ち、自分の力で解決する

流れに児童を置く。そのために、問いを考え

るところからスタートすることになる。次に、

視聴の方法である。視聴はパソコンを自宅に

持ち帰り、自宅で視聴し、問いとその答えを

まとめて学校に持ってくることが宿題とな

る。つまり反転学習の展開になっているとい

うことである。自宅で視聴するため、時間の

制約なく何度でも視聴できる。気になるとこ

ろは戻して再生、一時停止を臨機に行う。学

校の授業はというと、それぞれの児童の問い

と考えを披露するところから始まる。自分な

りの問いと考えをまとめてきたため、他の児

童がどんな問いと答えをまとめてきたのか、

皆が興味津々である。学ばせたかったことは、

『自ら考えて答えを導き出す』であった。こ

の点で、改善が図られたと言えると考える。 

 このケースでのポイントは、動画教材を学

習者用パソコンで使用したことでも反転学

習という手法を採用したことでもない。 

何を学ばせたいのか？の実現に徹底してこ

だわり、担当するクラスの学習の嗜好性や傾

向をとらえ、学習活動の流れと学習展開の方

法をゼロベースで考えたことにある。 

５．おわりに 

 錚々たるブランドの大学を卒業して入社

してくる若手の社員たちが、弊社に説明にや

ってくるベンダーの商品紹介の会議などで

質問ができないというのは、いまや企業にお

ける古典的な問題点である。問いを自ら立て

ることが習慣づいていないのである。一方で、

誰かが問いを立てると、その解決に惜しみな

く情熱を注ぐ。教室の中でも、同じことが起

きていないだろうか。 

 これを解決するにはどうすべきなのか？ 

単純に興味関心を掻き立てればいいという

問題なのだろうか。上述の若手社員のケース

では、業務上の目標設定により解決を図るこ

とができた。『あなたの仕事はお客様の課題

を解決することだが、そこには自社の得意技

だけでは限界がある。他社のサービスを活用

し、自社の得意技を補強する必要がある。そ

の補強策を半年以内に提示することがあな

たの業務目標である。』この目標設定により、

ベンダーとの打ち合わせは活発な意見交流

の場に変化した。 

これを教室に置き換えれば、学習の目標設

定の問題と考えられないだろうか。これは、

ICT で解決することではなく、授業つくりと

いう教員の専門的力量の中枢ではないだろ

うか。未来の社会を生きる子どもたちの支え

になるような学習活動の展開に ICT を活用す

る動きが世界中で始まっているが、肝心なのは、

教員の ICT に関する知識や技能の鍛錬ではな

く、これまでたゆまぬ努力を重ねてきた、日本

のお家芸ともいえる授業つくりの技量である。

何を学ばせたいのか？を考え、その実現方法に

ICTを活かすということを大切にしたい。授業

つくりが上手な先生は、結果的に ICTの活用も

上手になるということである。ICTを扱うスキ

ルよりも、一朝一夕には鍛錬が進まない学習活

動を設計するスキルの方が圧倒的に習得が困

難である。ゆえに、授業設計を地道に鍛錬して

きた日本の教員が、世界の中で最も ICT活用に

長けてしかるべきなのである。 

 

【参考文献】  

新しい学習指導要領リーフレット（文部科学省） 

野村総研リポート“人工知能との共存”2016年

（野村総研） 
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社会科における ICT活用モデル 

 ― 先行自治体における授業実践を手がかりに ― 

 

川﨑 誠司（東京学芸大学） 

 

【キーワード】授業改善，デジタルとアナログの使い分け，課題生成型研究 

 

１．突然の社会状況の変化 

2010 年時点で既に ICT 後進国であることが

広く指摘されていたにもかかわらず、教育にお

ける ICTの整備は置き去りにされてきた。民間

の NTT「教育スクウェア×ICT」や文部科学省・

総務省・経済産業省などの委託事業等の成果に

よって、ICTとオンラインを活用した学習の有

効性は証明されていたのに、である。 

2023 年を目途に整備が完了する予定であっ

た GIGAスクール構想が、コロナ禍への対応の

ために前倒しされ、2020年度中に「一人一台」

の端末の整備がなされることになった。 

 

２．先行授業実践に学ぶ 

(1)東京都港区立神応小学校 苅宿俊文実践 

子どもたちに一人一台のコンピュータを与

えて一年間の学習をさせることについては、

1992 年にコンピュータを自己表現の道具とし

て活用した、東京都港区立神応小学校の苅宿俊

文実践により有効性が証明されている。６年生

22 名一人一人に、アップル社のノート型コン

ピュータであるマッキントッシュ・パワーブッ

クが貸与され、一年間を通じて活用された。 

(2)メディアキッズ 

アップルコンピュータと国際大学グローバ

ル・コミュニケーションセンターが 1994年秋

から実施した教育研究事業である。全国の小中

学校八校をモデル校とし、子どもたち同士によ

る学校間交流を目的としていた。かつての「パ

ソコン通信」のような掲示板機能を活用した、

現在の SNS的な交流の形を見ることができる。 

(3)フューチャースクール推進事業 

2010 年度から総務省により推進されたプロ

ジェクトである。2010 年度に小学校十校を実

証校とし、2011 年度には中学校八校、特別支

援学校二校を加えて、児童生徒に一人一台のタ

ブレット PCを配備、電子黒板と Wi-Fi環境を

構築した。この事業により ICT機器を利活用し

た「新しい教育」の形が示された。 

(4)NTT グループ「“教育スクウェア×ＩＣＴ”

フィールドトライアル」 

2011 年度から三カ年にわたり実施されたＮ

ＴＴグループによる先駆的かつ実験的な試み

である。全国５自治体における 12の公立小中

学校をフィールド校として授業実践とその検

証を行ったものである。 

この事業では、今から 10年前に、現在 GIGA

スクール構想で整備しようとしている学習環

境を既に実現していた。フューチャースクール

推進事業とも方向性は同じであるが、それに加

えて家庭学習での ICT機器の利活用のために、

全家庭に光ファイバーを敷設し Wi-Fi 環境を

整備している。これにより、授業の延長線上に

オンライン教材やクラウドの活用による家庭

学習を位置づけることができた。加えて、端末

を持ち帰らせることにより、保護者の家庭学習

への参加度が高まることも明らかにされた。 

(5)武蔵村山第七小学校の「奇跡の三週間」 

東京都武蔵村山市立小中一貫校大南学園第

七小学校において、2014 年 10 月 14 日から僅

か三週間の期間限定で、タブレット端末と授業

支援ソフトの授業における有効性と効果につ

いて、授業実践を重ねることにより明らかにし

ようとしたものである。 

「たった三週間の実践ではあるが、教師も児

童も、タブレット一台で日々の授業が今まで以

上に楽しくなることに気づくことを実感して

いた。まさしく、授業改革の一歩を踏み出すこ

とができた『奇跡の三週間』であった。」（武蔵

村山第七小学校『教育 ICTセミナー報告書』） 

33 の授業実践のうち、六年生の社会科「幕

府の政治と人々の暮らし」の授業では、学習問

題の本質に関わる部分で ICT の活用が見られ

た。教科学習の筋を崩さないで行われ、それに
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より「ICT機器を使うこと」が第一の目標にな

ってしまうことを避けることができた典型事

例と言える。 

(6)「全国 ICT教育首長協議会」最優秀賞の愛

媛県西条市 

西条市が ICT 教育を推進してきたことは広

く知られている。代表的なものに、西条市モデ

ル事業「ＩＣＴを活用した２１世紀型スキル教

育実証事業」と文部科学省委託事業「人口減少

社会におけるＩＣＴの活用による教育の質の

維持向上に係る実証事業」がある。後者は「少

子化」という今日的課題にＩＣＴ教育の推進に

より立ち向かおうとするものである。 

 

３．オンライン授業のあり方 

オンライン授業にはいくつかの型がある。 

・教員対複数の児童生徒：コロナ禍でのオン

ライン授業、外国語学習における AETを複数

の学校で活用する場合など 

・教員対児童生徒一人：不登校対策や長期欠

席者へのケアなど 

・教員と児童生徒対教員と児童生徒：（例）

西条市の複数校間で行う遠隔合同授業 

 筆者は、臨場感と一体感が子どもたちの学習

意欲を高め、授業への参加度が増すことを見出

した。臨場感は学習者である子どもたちにとっ

て特に必要である。一体感は授業者である教師

に影響があるように思われる。授業者にこれが

感じられない場合、いきおい授業内容が過多に

なりがちである。また、上位の学年になれば、

臨場感は多少薄くても双方に一体感が感じら

れれば、子どもたちの学習意欲は維持できるよ

うである。 

 

４．デジタルとアナログの使い分け 

 デジタルとアナログの使い分けは、一人一

台の端末が整備された後もなお継続する課題

である。紙も学習や表現の道具として使い続

けられる。アメリカの研究においても、「子ど

もたちは、スクリーンからよりも印刷された

テキストからのほうがずっとよく学ぶ」とい

う結果が出ているように、アナログデータの

優位性も重視して学習指導を展開することが

大切である。教師が黒板に書いて示すのがい

いもの、教科書を参照させるのがいい場合、

端末の画面に示すのがいいもの、ノートに鉛

筆で書かせるのがいいもの、端末にキーボー

ド等で入力させるのがいいもの、配信したワ

ークシートに記入させるのがいいもの等々、

使い分けを迫られる局面は大変多い。 

 また、子どもたちの作業の途中でやり直し

が何度でもきき、試し書き／描きの繰り返し

で課題や作品が完成することは、ICT機器の

特長である。ただ作品を一瞬にして消し去る

こともできるので、作品にかける意識がアナ

ログの表現手段を使う時よりも薄まるおそれ

がある。このことは ICT機器の特長と裏腹の

関係にあり、指導にあたって教師が特に留意

すべき点である。 

黒板の板書はどうなるか 

 以上を踏まえると、板書はなくなることは

ない。ただ、板書の代わりに授業者が手元の

端末に書くものを大型提示装置に表示させた

り、即時に学習者の端末に送信したりするこ

とは考えられる。GIGAスクール構想の前倒し

が決定された時期に「板書をするような時間

はなくなる」と考える人間が現れて、「それに

より授業に余裕が生まれる」をいう説明がな

されたことがあった。筆者は三十年近くアメ

リカで授業観察をする中で、授業のデジタル

化が日本の遥か先を走っている様子を目の当

たりにしてきた。だが現在でも子どもたちは

学校で紙のノートと鉛筆をデジタル端末とと

もに活用している。デジタルに一本化された

りはしていないのである。また、板書やノー

トの使用が終わるという文化的特質が、日本

だけにあるとも考えられないのである。 

 

※本発表をもとに大幅に加筆して、川﨑誠司

(2021)「社会科授業での ICT活用の基礎基本」

『ICT×社会 GIGAスクールに対応した１人１

台端末の授業づくり』、明治図書、pp.18-23を

執筆した。 
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社会科における ICT活用モデル 

 ― 先行自治体における授業実践を手がかりに ― 

 

川﨑 誠司（東京学芸大学） 

 

【キーワード】授業改善，デジタルとアナログの使い分け，課題生成型研究 

 

１．突然の社会状況の変化 

2010 年時点で既に ICT 後進国であることが

広く指摘されていたにもかかわらず、教育にお

ける ICTの整備は置き去りにされてきた。民間

の NTT「教育スクウェア×ICT」や文部科学省・

総務省・経済産業省などの委託事業等の成果に

よって、ICTとオンラインを活用した学習の有

効性は証明されていたのに、である。 

2023 年を目途に整備が完了する予定であっ

た GIGAスクール構想が、コロナ禍への対応の

ために前倒しされ、2020年度中に「一人一台」

の端末の整備がなされることになった。 

 

２．先行授業実践に学ぶ 

(1)東京都港区立神応小学校 苅宿俊文実践 

子どもたちに一人一台のコンピュータを与

えて一年間の学習をさせることについては、

1992 年にコンピュータを自己表現の道具とし

て活用した、東京都港区立神応小学校の苅宿俊

文実践により有効性が証明されている。６年生

22 名一人一人に、アップル社のノート型コン

ピュータであるマッキントッシュ・パワーブッ

クが貸与され、一年間を通じて活用された。 

(2)メディアキッズ 

アップルコンピュータと国際大学グローバ

ル・コミュニケーションセンターが 1994年秋

から実施した教育研究事業である。全国の小中

学校八校をモデル校とし、子どもたち同士によ

る学校間交流を目的としていた。かつての「パ

ソコン通信」のような掲示板機能を活用した、

現在の SNS的な交流の形を見ることができる。 

(3)フューチャースクール推進事業 

2010 年度から総務省により推進されたプロ

ジェクトである。2010 年度に小学校十校を実

証校とし、2011 年度には中学校八校、特別支

援学校二校を加えて、児童生徒に一人一台のタ

ブレット PCを配備、電子黒板と Wi-Fi環境を

構築した。この事業により ICT機器を利活用し

た「新しい教育」の形が示された。 

(4)NTT グループ「“教育スクウェア×ＩＣＴ”

フィールドトライアル」 

2011 年度から三カ年にわたり実施されたＮ

ＴＴグループによる先駆的かつ実験的な試み

である。全国５自治体における 12の公立小中

学校をフィールド校として授業実践とその検

証を行ったものである。 

この事業では、今から 10年前に、現在 GIGA

スクール構想で整備しようとしている学習環

境を既に実現していた。フューチャースクール

推進事業とも方向性は同じであるが、それに加

えて家庭学習での ICT機器の利活用のために、

全家庭に光ファイバーを敷設し Wi-Fi 環境を

整備している。これにより、授業の延長線上に

オンライン教材やクラウドの活用による家庭

学習を位置づけることができた。加えて、端末

を持ち帰らせることにより、保護者の家庭学習

への参加度が高まることも明らかにされた。 

(5)武蔵村山第七小学校の「奇跡の三週間」 

東京都武蔵村山市立小中一貫校大南学園第

七小学校において、2014 年 10 月 14 日から僅

か三週間の期間限定で、タブレット端末と授業

支援ソフトの授業における有効性と効果につ

いて、授業実践を重ねることにより明らかにし

ようとしたものである。 

「たった三週間の実践ではあるが、教師も児

童も、タブレット一台で日々の授業が今まで以

上に楽しくなることに気づくことを実感して

いた。まさしく、授業改革の一歩を踏み出すこ

とができた『奇跡の三週間』であった。」（武蔵

村山第七小学校『教育 ICTセミナー報告書』） 

33 の授業実践のうち、六年生の社会科「幕

府の政治と人々の暮らし」の授業では、学習問

題の本質に関わる部分で ICT の活用が見られ

た。教科学習の筋を崩さないで行われ、それに
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より「ICT機器を使うこと」が第一の目標にな

ってしまうことを避けることができた典型事

例と言える。 

(6)「全国 ICT教育首長協議会」最優秀賞の愛

媛県西条市 

西条市が ICT 教育を推進してきたことは広

く知られている。代表的なものに、西条市モデ

ル事業「ＩＣＴを活用した２１世紀型スキル教

育実証事業」と文部科学省委託事業「人口減少

社会におけるＩＣＴの活用による教育の質の

維持向上に係る実証事業」がある。後者は「少

子化」という今日的課題にＩＣＴ教育の推進に

より立ち向かおうとするものである。 

 

３．オンライン授業のあり方 

オンライン授業にはいくつかの型がある。 

・教員対複数の児童生徒：コロナ禍でのオン

ライン授業、外国語学習における AETを複数

の学校で活用する場合など 

・教員対児童生徒一人：不登校対策や長期欠

席者へのケアなど 

・教員と児童生徒対教員と児童生徒：（例）

西条市の複数校間で行う遠隔合同授業 

 筆者は、臨場感と一体感が子どもたちの学習

意欲を高め、授業への参加度が増すことを見出

した。臨場感は学習者である子どもたちにとっ

て特に必要である。一体感は授業者である教師

に影響があるように思われる。授業者にこれが

感じられない場合、いきおい授業内容が過多に

なりがちである。また、上位の学年になれば、

臨場感は多少薄くても双方に一体感が感じら

れれば、子どもたちの学習意欲は維持できるよ

うである。 

 

４．デジタルとアナログの使い分け 

 デジタルとアナログの使い分けは、一人一

台の端末が整備された後もなお継続する課題

である。紙も学習や表現の道具として使い続

けられる。アメリカの研究においても、「子ど

もたちは、スクリーンからよりも印刷された

テキストからのほうがずっとよく学ぶ」とい

う結果が出ているように、アナログデータの

優位性も重視して学習指導を展開することが

大切である。教師が黒板に書いて示すのがい

いもの、教科書を参照させるのがいい場合、

端末の画面に示すのがいいもの、ノートに鉛

筆で書かせるのがいいもの、端末にキーボー

ド等で入力させるのがいいもの、配信したワ

ークシートに記入させるのがいいもの等々、

使い分けを迫られる局面は大変多い。 

 また、子どもたちの作業の途中でやり直し

が何度でもきき、試し書き／描きの繰り返し

で課題や作品が完成することは、ICT機器の

特長である。ただ作品を一瞬にして消し去る

こともできるので、作品にかける意識がアナ

ログの表現手段を使う時よりも薄まるおそれ

がある。このことは ICT機器の特長と裏腹の

関係にあり、指導にあたって教師が特に留意

すべき点である。 

黒板の板書はどうなるか 

 以上を踏まえると、板書はなくなることは

ない。ただ、板書の代わりに授業者が手元の

端末に書くものを大型提示装置に表示させた

り、即時に学習者の端末に送信したりするこ

とは考えられる。GIGAスクール構想の前倒し

が決定された時期に「板書をするような時間

はなくなる」と考える人間が現れて、「それに

より授業に余裕が生まれる」をいう説明がな

されたことがあった。筆者は三十年近くアメ

リカで授業観察をする中で、授業のデジタル

化が日本の遥か先を走っている様子を目の当

たりにしてきた。だが現在でも子どもたちは

学校で紙のノートと鉛筆をデジタル端末とと

もに活用している。デジタルに一本化された

りはしていないのである。また、板書やノー

トの使用が終わるという文化的特質が、日本

だけにあるとも考えられないのである。 

 

※本発表をもとに大幅に加筆して、川﨑誠司

(2021)「社会科授業での ICT活用の基礎基本」

『ICT×社会 GIGAスクールに対応した１人１

台端末の授業づくり』、明治図書、pp.18-23を

執筆した。 
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臨場感「あり・あり」を目指せばよいのか？
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たとえば、問い：「よい授業とは何か」をベースにすると

→ ○○○ではないか（仮説）

→ やってみる（検証）

→ 検証できた or 仮説は反証された（仮説検証型）

→ やってみようとしても上手くいかない（ことも多い）

→ なぜか

→ 原因の探究（教師の専門性育成にとって重要）

→ 課題の生成（「問い」の獲得）→ ○○○ではないか（仮説）
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